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東京都豊島区内には、現在23校の公立小学校が存在する。豊島区は池袋という

日本でも有数の繁華街を擁するということもあり、豊島区教育委員会（以下、教

育委員会）は、「行政・PTA・地域」が一体となって子供たちの安全対策に取り組ん

でいる。その一環として現在、区内の6校の公立小学校がNTTデータの子ども安

全連絡網 FairCast「フェアキャスト」（以下、「フェアキャスト」）を導入している。

従来の電話連絡網の
問題点をクリア

　従来の電話連絡網はPTAや学校が発
信した情報を、保護者から保護者に電話で
リレー形式で伝えていくものだ。この場合、ま
ず、最後の保護者まで連絡が届くのに時間
がかかる。また、口頭での伝言という形式の
ために、情報が不正確になりがちだ。さらに、
連絡網の先頭になる保護者は、最後尾の
保護者から「連絡を受け取りました」という
報告を待つ義務が生じるので、精神的にも
時間的にも負担がかかるなど、様々な課題
があった。
　最近ではメールを携帯電話などへ一斉
に配信して連絡を行っている学校も増えて
いる。しかしこの方法では、メールを受け取
れない保護者には対応できない。さらに、
メールサーバーの管理の負担、個人情報の
保護や管理などの課題も生じてくる。
　これらの課題を解決するためにNTTデー
タが提供している「フェアキャスト」は、電子
メールはもちろん、電話（音声）・FAXへの
一斉連絡が可能なサービスである。メールを
持たない方にも公平に連絡できるだけでな
く、届いたかどうかの確認を行う「送達確
認」や、確実に連絡を届けるため、受け手が
あらかじめ登録する3つまでの連絡先に対
し、送達確認がされるまで、自動で順番に追
いかけて連絡する「追いかけ機能」も備えて
いる。
　また、「フェアキャスト」では連絡先となる
メールアドレス、電話番号、ファックス番号は、
ユーザーである保護者自身がPCまたは携
帯電話を使用し、インターネット経由でサー
バーに登録する仕組みになっている。登録

情報の変更も、保護者自身がIDとパスワー
ドで行う。学校やPTAにおける個人情報保
護の運用負荷を軽減することができる。
　ユーザーIDが記載された「IDカード」に
は、連絡先を登録するサイトにダイレクトにア
クセスできるQRコードも印刷されているの
で、携帯電話があればより簡単に連絡先を
登録することが可能だ。PCおよび携帯電
話からの登録が困難な場合も、導入時に
学校で登録会を開催し、対応することがで
きる。
　「フェアキャスト」の情報連絡網には「通
常連絡」「追いかけ連絡」の2種類がある。
「通常連絡」では事前に登録されているメイ
ンの連絡先（1カ所）に情報を送達、伝わっ
たことを確認する。「追いかけ連絡」ではあ
らかじめ３カ所の連絡先と優先順位を登録
しておくと、優先順位の高い連絡先から送
達・確認し、不達であれば15分ごとに次の
連絡先への送達・確認を繰り返すことで、
確実性が高くなる。重要性に応じて使い分
けされているが、実際に利用されているのは
ほとんどが「通常連絡」だ。

保護者の目線から生まれたサービス。
公平性と低料金も大きなポイント

　NTTデータ・ビジネスイノベーション本部の
住田典子は、自らが小学生の子どもを持つ
母親として、従来の連絡網に不満があっ
た。その住田が発案して作られたのが「フェ
アキャスト」だ。住田の子どもが通っていた奈
良県生駒市立生駒小学校に協力を依頼
し、2004年に「フェアキャスト」の実証実験が
行われ、その様子が新聞等のメディアで取
り上げられた。報道で「フェアキャスト」を知っ

た豊島区の保護者の一人が、教育委員会
に導入を提案。それを受け、教育委員会は
部課長クラスで導入を検討した。
　「他社の同様のシステムと比較もしまし
た。結果としてNTTデータの『フェアキャス
ト』を採用した一番の大きな理由は、初期費
用がかからないことです。機器購入の必要
がないので、気軽に使用できることは魅力で
した」と話すのは教育委員会。実際に導入
して評価するのはNTTデータのレスポンス
の良さだという。「こうしたシステムは、導入し
た後にどう運営していくかが大事になりま
す。その点、NTTデータは運用上の疑問や
課題にすぐ対応してくれますし、システム改
善のためにわれわれユーザーから上がって
くる意見や要望を聞き入れてくれる姿勢が
あると思います」。
　教育委員会として「フェアキャスト」の導
入について一部料金負担を行うが、区内の
学校に積極的に推進することはしていな
い。導入後の「フェアキャスト」を運営するの
は学校やPTAであるため、自発的に導入し
ないと継続できないと考えるからだ。
　豊成小学校では2006年度から「フェア
キャスト」を導入している。最初の2年間は
PTAの繰越金の中から費用を捻出しテスト
的に運用。2007年度でテスト期間が終了す
るが、次年度以降も継続して利用していく
予定だ。
　「すべての保護者に同時に情報を送信
できるのは公平性があって良いと思いま
す。また金庫にしまうほど厳重に管理してい
る個人情報を、連絡網として各家庭に印刷
して配布しなければならない、というジレンマ
も解消されました。」と話すのは豊成小学校
の校長。

　豊成小学校に「フェアキャスト」の導入を
働きかけたのは、PTA会長だった。「従来の
電話による連絡網の場合は、保護者が電話
に出られない場合には連絡を伝えられない
という問題点がありました。しかし、『フェア
キャスト』のようにメールやファックスなど複数
メディアに対応していれば、保護者が電話に
出られない場合にも連絡を伝えることが可能
になります。メールやファックスの着信を確認
して、手が空いたときに確認することもできま
すから。
　実際に『フェアキャスト』を導入してみて意
外だったのは、連絡先として携帯の電話番
号を登録する人が多かったことですね。普
段から携帯電話のメールを使い慣れている
保護者は、忙しい時はメールの着信だと内
容の確認を後回しにしてしまう。ですが、携
帯電話に電話がかかってくると、緊急性が
あると捉えて電話に出るようです。」
　携帯電話のメールが広く浸透した今で
も、緊急の連絡には音声通話が有効だと分
かる。

学校やPTA同士の「クチコミ」で
拡がっていく

　豊島区では「フェアキャスト」を利用してい

る学校、そして導入を検討する学校のPTA
代表が集まり、1学期に1度「情報交換会」
を行っている。「情報交換会」にはNTTデー
タの担当者も毎回出席している。2008年2月
には高松小学校で行われ、すでに導入して
いる小学校（以下、導入校）が5校、導入を
検討している学校（以下、検討校）の5校が
参加した。導入校同士が問題点を議論し、
運用事例を話し合う、また検討校が導入校
に質問をするなど、活発な意見交換が行わ
れた。
　具体的には、今年度（2007年度）から導
入した学校から「新年度になるときのシステ
ムの更新の方法や状況を教えてほしい」と
いう機能面での質問や、サービス利用料を
どこから捻出するのか、という費用面への質
問が投げかけられた。費用に関しては、

「PTA費の中から捻出する」、「PTA費とは
別に保護者から徴収する」などいくつかの
ケースが報告され、中には「バザーなどの行
事での利益を充てる」というユニークなケー
スもあった。
　また、豊島区の公立小学校には外国籍
の保護者も多く、言語の問題も取り上げら
れた。各国語対応は実現が難しいが、「聞き
取りならできる保護者は音声で受けたり、
メールやファックスで受け取った文章を誰か
に訳してもらうなど、音声、メール、ファックス
の中から連絡手段を保護者側で選べるの
は大きなメリット」との意見も寄せられた。ま
た、実際に利用された例として「不審者情
報」、「台風による野外行事の延期」、「林
間学校の帰りのバスの到着時間の変更」な
どが報告された。
　現在、「フェアキャスト」の導入を検討して
いる学校の関係者に「情報交換会」の感想
を聞いてみた。
　「導入されている学校がどこも継続すると
話されるので、やはり優れたシステムなのだ
と実感しました。現在、保護者への連絡手
段の中心は紙で印刷した配布物です。これ
だと子どもが配布物をランドセルに入れっぱ
なしにして、保護者に行き渡らないこともあり
ます。その点、『フェアキャスト』なら、保護者
に直接連絡が届くため確実で安心ですね。
ただ、頻繁に使用しない連絡網システムを
新しくするために、周囲を説得するために
は、利便性よりも安全対策という付加価値
をアピールしていく必要があると考えます」と
話した。
　現在、「フェアキャスト」導入を決めた学校
の半数が「クチコミ」がきっかけだ。公立校の
場合は教職員の異動がある。前任校で
「フェアキャスト」を利用していた教職員が、
異動先で導入を薦めるケースもある。また、
PTA役員同士、教職員同士の情報交換で
拡がっていくこともある。
　豊成小学校の校長はいう。「はじめて話
を伺ったときは費用の面や個人情報保護の
面で不安もありました。しかし実際に導入し
てみると、利便性が高い上に、個人情報の
管理面でも安心です。以前の電話連絡網
には戻れない便利さがあります。」

豊島区教育委員会様
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住友生命保険相互会社
本社所在地 : 本　　社　大阪府大阪市中央区城見1-4-35

東京本社　東京都中央区築地7-18-24
創 業 : 1907年5月
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正確な情報を公平に伝えるため、
学校・保護者・地域が連携してサービス運用。
「フェアキャスト」子ども安全連絡網

情報交換会
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いう機能面での質問や、サービス利用料を
どこから捻出するのか、という費用面への質
問が投げかけられた。費用に関しては、

「PTA費の中から捻出する」、「PTA費とは
別に保護者から徴収する」などいくつかの
ケースが報告され、中には「バザーなどの行
事での利益を充てる」というユニークなケー
スもあった。
　また、豊島区の公立小学校には外国籍
の保護者も多く、言語の問題も取り上げら
れた。各国語対応は実現が難しいが、「聞き
取りならできる保護者は音声で受けたり、
メールやファックスで受け取った文章を誰か
に訳してもらうなど、音声、メール、ファックス
の中から連絡手段を保護者側で選べるの
は大きなメリット」との意見も寄せられた。ま
た、実際に利用された例として「不審者情
報」、「台風による野外行事の延期」、「林
間学校の帰りのバスの到着時間の変更」な
どが報告された。
　現在、「フェアキャスト」の導入を検討して
いる学校の関係者に「情報交換会」の感想
を聞いてみた。
　「導入されている学校がどこも継続すると
話されるので、やはり優れたシステムなのだ
と実感しました。現在、保護者への連絡手
段の中心は紙で印刷した配布物です。これ
だと子どもが配布物をランドセルに入れっぱ
なしにして、保護者に行き渡らないこともあり
ます。その点、『フェアキャスト』なら、保護者
に直接連絡が届くため確実で安心ですね。
ただ、頻繁に使用しない連絡網システムを
新しくするために、周囲を説得するために
は、利便性よりも安全対策という付加価値
をアピールしていく必要があると考えます」と
話した。
　現在、「フェアキャスト」導入を決めた学校
の半数が「クチコミ」がきっかけだ。公立校の
場合は教職員の異動がある。前任校で
「フェアキャスト」を利用していた教職員が、
異動先で導入を薦めるケースもある。また、
PTA役員同士、教職員同士の情報交換で
拡がっていくこともある。
　豊成小学校の校長はいう。「はじめて話
を伺ったときは費用の面や個人情報保護の
面で不安もありました。しかし実際に導入し
てみると、利便性が高い上に、個人情報の
管理面でも安心です。以前の電話連絡網
には戻れない便利さがあります。」

豊島区教育委員会様

ユーザ事例 Case Study

住友生命保険相互会社
本社所在地 : 本　　社　大阪府大阪市中央区城見1-4-35

東京本社　東京都中央区築地7-18-24
創 業 : 1907年5月
基 　 金 : 3,190億円（基金償却積立金を含む）
保険料等収入 : 2兆9,344億円（2007年3月期）
従 業 員 数 : 45,834名
事 業 概 要 : 個人保険、団体保険など各種生命保険

契約の販売と顧客サービス及び財務貸付、
有価証券投資、不動産投資などの資産運用

正確な情報を公平に伝えるため、
学校・保護者・地域が連携してサービス運用。
「フェアキャスト」子ども安全連絡網

情報交換会

サービスの流れ
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